
アルジェリア政治・経済月例報告 

（２０１６年１０月） 

 

平成２８年１１月 

在アルジェリア日本国大使館 

 

１． 内政 

● サアダニ民族解放戦線（ＦＬＮ）党首辞任 

２２日、サアダニＦＬＮ党首はアルジェで開催されたＦＬＮ党中央委員会に

て辞任を発表した。夏に長い間公に姿を見せなかったのは健康問題が理由であ

るとした。新党首にはウルドゥ・アッベス氏が就任し、２０１７年に予定され

ている議会選挙に向けてより一層の動員を呼びかけた。他方、サアダニ前党首

はブーテフリカ大統領への変わらぬ支持を繰り返し述べた。ウルドゥ・アッベ

ス新党首は、アルジェリア西部トレムセン県出身で、ＦＬＮ政治局の中で最も

高齢である（１９３４年生まれの８２歳）。１９９９年から２０１２年にかけて

ブーテフリカ大統領の下で保健大臣及び国民連帯大臣を務め、ブーテフリカ大

統領の最も近い側近の一人であり、同大統領に忠実な人物の一人であるとされ

ている。 

 

● ブーテフリカ大統領のアルジェ・オペラ除幕式への参加 

２０日、ブーテフリカ大統領は、ベンサラ国民評議会議長、ウルドゥ・ケリ

ファ国民議会議長、セラル首相等の同席の下、アルジェ・オペラの除幕式に参

加した。ブエレム・ベサイエ（７月２８日に逝去した元外交官、前大統領特別

顧問・特使（国務大臣））と命名されたアルジェ・オペラは耽美主義的かつ近

代的な建築作品であり、２００６年にブーテフリカ大統領が公式訪中した際に

決定された３０００万ユーロに上る中国からの無償資金協力によって建設され

たものである。 

 

● ブーテフリカ大統領のグランド・モスク視察 

３０日、ブーテフリカ大統領は建設中のグランド・モスクを視察した。同モ

スクは、中国建築工程総公司（ＣＳＣＥＣ）が受注し、建設も９０％が完了し

ており、最終段階にさしかかっている。建設が完了すれば、同モスクは信者１

２万人を収容することができることとなり、マッカの「聖モスク」及びマディ

ーナの「預言者のモスク」に次いで世界で三番目、アフリカでは最大規模のモ

スクとなる。 

 



２． 外交 

● セラル首相のキューバ訪問 

１２日から１４日にかけてセラル首相はラマムラ外務・国際協力大臣やブー

ディアフ保健・人口・医療改革大臣を帯同の上キューバを公式訪問し、ラウル・

カストロ国家評議会議長等政府高官と会談を行った。多くの国際的な課題に対

し意見を共にする両国が協力を更に促進することをハイレベルで約束し、保健

や高等教育に関する８件の協定に署名した。また、セラル首相はフィデル・カ

ストロ前キューバ国家評議会議長とも会談を行った。 

 

● パリ協定の批准 

アルジェリアは、１３日付大統領令をもって、ＣＯＰ２１（第２１回国連気

候変動枠組条約締約国会議）で採択されたパリ協定を批准した。 

 

● セラル首相のアフリカ連合臨時首脳会合への出席 

セラル首相は、１５日にトーゴ・ロメにて開催された、アフリカの海洋安全

保障、海上安全及び開発に関するアフリカ連合（ＡＵ）臨時首脳会合にブーテ

フリカの名代として、ラマムラ外務・国際協力大臣を帯同の上参加した。セラ

ル首相は、同会合においてアルジェリアが安全保障や海上安全等におけるアフ

リカの協力強化に向けたアルジェリアのコミットメントを強調した。また、同

会合のマージンでは、セラル首相は、ケイタ・マリ大統領、サル・セネガル大

統領、ケニヤッタ・ケニア大統領及びガーリ「サハラ・アラブ民主共和国」大

統領と会談した。 

 

● メガワティ元インドネシア大統領のアルジェリア訪問 

２０日からメガワティ元インドネシア大統領はアルジェリアを５日間に亘っ

て訪問し、ブーテフリカ大統領と経済、文化、社会等様々な分野に関する実り

多い議論を行った。また、メガワティ元大統領は２０日のアルジェ・オペラ除

幕式にも参加した他、ザイヤーン朝の首都であった西部トレムセン県を訪問し、

遺跡を視察した。 

 

３． 治安 

● スキクダ県におけるテロ事件 

８日、スキクダ県において、軍車列の通過の際、複数の手製爆弾が爆発した

が死傷者はなかった。この事件に関しＩＳＩＬが犯行声明を発出した。 

 

● コンスタンティーヌ県におけるテロ事件 



２８日午後７時３０分頃、コンスタンティーヌ県コンスタンティーヌ地区北

東部の飲食店において、夕食中の警察官１名が店内に乱入した武装３人組に銃

で殺害された。被害者は現場近くの警察署に勤務する巡査長（４３歳）であり、

目撃者証言によると、犯人は被害者の武器を奪って逃走した。ＩＳＩＬが犯行

声明を発出したことにより、治安当局が有力視していたＩＳＩＬ系グループ「グ

ラバー旅団」による犯行と見られているが、過去に自分の兄弟を殺害されたこ

とに対する報復との見方の方が強い。 

 

４． 経済 

● ２０１７年予算法案が閣議で可決 

 ４日、２０１７年予算法案が閣議で承認された。同法案において、歳入が５

兆６，３５６億１，４００万ＤＡ（石油収入が２兆２，００１億２，０００万

ＤＡ、税収が３兆４，３５４億９，４００万ＤＡ）、歳出が６兆８，８３２億１，

６００万ＤＡ（義務的経費が４兆５，９１８億４，２００万ＤＡ、投資的経費

が２兆２，９１３億７，４００万ＤＡ）。財政赤字は３兆６，６１９億８，５０

０万ＤＡとなっており、対前年比で４，２５２億１，５００万ＤＡ増となって

いる（２０１６年予算法は３兆２，３６７億７，０００万ＤＡ）。今後同法案は

両院で審議され、本年末に大統領によって承認される見込みである。 

 

● 第１０回アルジェ産業国際展示会の開催 

３日から６日にかけて、当地にて第１０回アルジェ産業国際展示会が開催さ

れた。アルジェリア企業ＢＡＴＩＭＡＴＥＣ、仏プロヴァンス＝アルプ＝コー

ト・ダジュール商工会議所（ＣＣＩ－ＰＡＣＥ）及び在アルジェリア仏企業開

発ビジネスクラブ（ＣＡＤＥＦＡ）により企画された本展示会には、アルジェ

リアの産業グループや多くの中小企業のみならず、フランス、中国、トルコ及

びチュニジアの企業も参加した。 

 

● ＪＡＣモーターズ組み立て工場設立 

昨年１２月、ＪＡＣモーターズ（中国企業）が１５か月以内にアイン・テム

シェント県のタマズーラ工業地帯に自動車組立工場（３４ヘクタール）を建設

することを Sarl Emin Autoの代表に約束し、約８２億ディナールの投資が決定

された。同工場は年間１万台の組立を予定しており、２０２７年には１０万台

の組立を予定している。現在は工場建設に向けた最終段階にあり、２０１７年

２月に最初のモデルを組み立てることに始まり、当面はＪＡＣ１０４０Ｓ（軽

トラック）等二種類を組み立て、将来的にはＪＡＣの全車種を組み立てること

になる。同工場は、２０１７年第一四半期末までに従業員２７０人をもって稼



働し、２０２０年には従業員は４５０人となる。 

 

● ２０１７年度版「ビジネス環境の現状(Doing Business 2017)」報告書 

 ２５日、世銀は２０１７年度版「ビジネス環境の現状(Doing Business 2017)」

報告書を発表した。前回の報告書において、アルジェリアは調査対象国１８９

か国中１６３位であったが、今回の報告書においては１９０か国中１５６位で

前回よりも７位ランクが上がった（４７．７６ポイント）。 

 

５． 我が国との関係 

● 核禁止を求めた署名の提出 

６日、ブカドゥム・アルジェリア国連常駐代表は、ニューヨークにて日本原

水爆被害者団体協議会から核廃絶を求める５６万人分の署名の提出を受けた。

アルジェリアは、国連第一委員会の議長を務めており、被爆者の強靱な精神及

び被爆者により体現されてきた希望に敬意を表するとともに核廃絶に向けた被

爆者の取り組みに感謝の意を表した。 

 

● 大使レターの掲載 

 ２０日、当地エクスプレシオン紙（独立系）は、藤原駐アルジェリア日本国

大使が当地財政官学界及びメディア等のオピニオンリーダーに対して発出した

ＴＩＣＡＤⅥに関する大使レターを掲載した（当館ＨＰ参照）。 

 

＜アルジェリア要人の外国訪問＞ 

日付 国 氏名・肩書き 目的 

１０月５日 フランス ルー法務・国璽大臣 ウルヴォアス国璽

尚書・司法大臣と会

談等 

１０月６日 アメリカ ババ・アミ財務大臣 ＩＭＦ・世銀年次会

合に出席 

１０月９日 エジプト ウルドゥ・ケリファ国民

議会議長 

国会設立１５０周

年記念式典に出席 

１０月１２日 キューバ セラル首相、ラマムラ外

務・国際協力大臣、ブー

ディアフ保健・人口・医

療改革大臣 

カストロ国家評議

会議長兼閣僚評議

会議長、ベルムデス

国家評議会第 1副議

長兼閣僚評議会第 1

副議長と会談等 



１０月１５日 トーゴ セラル首相、ラマムラ外

務・国際協力大臣 

ＡＵ臨時首脳会合

に出席 

１０月１７日 ニジェール メサヘル・マグレブ・Ａ

Ｕ・アラブ連盟大臣 

第９回リビア隣国

会合に出席 

１０月２４日 スウェーデン ブシュアレブ産業・鉱業

大臣 

ダームベリ産業・イ

ノベーション大臣

と会談等 

１０月２７日 フランス ラマムラ外務・国際協力

大臣 

第１３回５＋５閣

僚級対話に出席 

１０月３０日 ラトビア ラマムラ外務・国際協力

大臣 

リンケヴィクス外

務大臣と会談等 

１０月３０日 カタール ベドゥイ内務・地方自治

大臣、ハメル警察庁長官 

ドーハ情報システ

ムセンター訪問等 

 

＜外国要人のアルジェリア訪問＞ 

日付 国 氏名・肩書き 目的 

１０月１日 ルーマニア ヴァカロイウ会計検査

院長（前首相） 

ルー法務・国璽大臣

と会談等 

１０月３日 リビア エル・セラジ大統領評議

会議長、シヤラ外務大臣 

セラル首相、メサヘ

ル・マグレブ・Ａ

Ｕ・アラブ連盟大臣

と会談等 

１０月５日 イギリス エルウッド中東・アフリ

カ担当大臣 

セラル首相と会談

等 

１０月９日 チュニジア シャヘド首相 ブーテフリカ大統

領、セラル首相と会

談等 

１０月１０日 カタール アル・ガネム軍参謀総長 ガイド・サラ国防副

大臣兼軍参謀総長

と会談等 

１０月１４日 国連 コブラー・リビア問題担

当特使 

メサヘル・マグレ

ブ・ＡＵ・アラブ連

盟大臣と会談等 

１０月１６日 中国 銭商務部副部長 ブ シ ュ ア レ ブ 産

業・鉱業大臣と会談

等 



１０月１８日 インド アンサーリ副大統領 セラル首相、ウルド

ゥ・ケリファ国民議

会議長と会談等 

１０月１９日 フランス ドゥ・ヴィリエ軍参謀総

長 

ガイド・サラ国防副

大臣兼軍参謀総長

と会談等 

１０月１９日 スペイン サンチェス軍参謀総長 ガイド・サラ国防副

大臣兼軍参謀総長

と会談等 

１０月２１日 リビア アル・アジタル軍参謀総

長 

ガイド・サラ国防副

大臣兼軍参謀総長

と会談等 

１０月２２日 インドネシア メガワティ元大統領 オペラハウス除幕

式に出席、ブーテフ

リカ大統領、セラル

首相と会談 

１０月２３日 サウジアラビ

ア 

アル・ブジャン軍参謀総

長 

ガイド・サラ国防副

大臣兼軍参謀総長

と会談等 

１０月２４日 スペイン イバネス外務長官 セラル首相、メサヘ

ル・マグレブ・Ａ

Ｕ・アラブ連盟大臣

と会談等 

１０月２４日 チュニジア タイェブ農業大臣 シェルグム農業・地

方開発・漁業大臣と

会談等 

１０月２６日 ニジェール ラフィニ首相 国際図書見本市開

幕式に出席、ブーテ

フリカ大統領、セラ

ル首相、ラマムラ大

臣と会談 

１０月２６日 イラン ハッサン保健大臣 ベンサラ国民評議

会議長、ブーディア

フ保健・人口・医療

改革大臣と会談等 

（了） 


